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子
ど
も
を
ど
う
支
え
る
の
か

�

実
態
把
握
が
必
要
だ

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の

�

さ
ら
な
る
推
進
を

問　

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い

て
実
態
は
ど
う
か
。
ま
た
ど

う
認
識
し
、
ど
う
捉
え
る
の

か
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か

答　

教
育
委
員
会
と
し
て
定

義
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で

就
学
援
助
制
度
対
象
者
が

6
3
9
人
と
し
て
把
握
し
て

い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス

が
あ
る
の
で
、
そ
の
あ
た
り

は
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

か
と
思
っ
て
い
る
。

問　

教
育
長
施
政
方
針
の
中

で
不
登
校
の
原
因
に
就
学
前

の
成
育
歴
や
発
達
特
性
等
が

人
間
関
係
や
学
校
生
活
へ
の

適
応
状
況
に
影
響
し
、
不
登

校
に
陥
る
と
い
う
文
脈
で
は
、

本
人
の
責
に
帰
す
る
と
い
う

論
調
に
つ
な
が
ら
な
い
か

答　

友
達
と
協
調
し
な
い
子

も
い
る
。
ま
た
家
庭
で
、
耐

え
る
力
な
く
育
っ
た
場
合
、

集
団
で
は
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

る
。
そ
の
状
況
を
ま
わ
り
の

子
ど
も
が
理
解
し
な
い
と
き

は
、
集
団
に
入
る
こ
と
を
拒

否
さ
れ
不
登
校
に
陥
る
ケ
ー

問　

天
ぷ
ら
油
の
回
収
、
精

製
（
B

※

D
F
）
及
び
利
活
用

は
、
環
境
問
題
対
策
に
な
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し

て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
一
つ

で
あ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減
効
果
が
あ
る
B
D
F

の
使
用
啓
発
を
さ
ら
に
推
進

す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か

答　

現
在
、
森
林
組
合
の
破

ス
も
あ
る
。
早
期
に
見
極
め

対
応
す
る
こ
と
や
、
保
護
者

の
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
だ
。

問　

城
崎
や
、
か
ば
ん
業
界

で
は
労
働
力
不
足
だ
。
昔
働

い
た
経
験
を
持
ち
、
今
は
家

庭
に
い
る
人
に
働
き
か
け
る

施
策
が
必
要
だ
。
域
内
経
済

が
回
る
仕
組
み
へ
の
認
識
は

答　

市
で
今
、
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
大
学
等
で
出
た
人

を
帰
す
部
分
に
傾
注
し
て
い

る
。
こ
こ
に
住
む
人
の
潜
在

労
働
力
も
掘
り
起
こ
す
必
要

が
あ
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等

に
も
働
き
か
け
た
い
。

砕
の
重
機
並
び
に
学
校
給
食

用
の
配
食
用
ト
ラ
ッ
ク
に
使

用
し
て
い
る
。
で
き
れ
ば
公

用
車
並
び
に
重
機
な
ど
に
も

利
用
が
で
き
な
い
か
、
研
究

課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問　

保
護
者
の
い
な
い
児
童
、

被
虐
待
児
な
ど
、
家
庭
環
境

上
養
護
を
必
要
と
す
る
児
童

に
対
し
、
子
ど
も
た
ち
の
福

祉
と
健
や
か

な
発
達
を
保

障
し
家
庭
復

帰
や
自
立
を

支
援
す
る
事

な
ど
、
公
的

な
責
任
と
し

て
社
会
的
に

養
護
を
行
う

必
要
が
あ
る

が
ど
う
か

答　

児
童
養

護
施
設
で
の

養
護
か
ら
、

里
親
等
家
庭

的
な
養
育
環

問　

人
生
80
年
い
き
い
き
住

宅
助
成
事
業
一
般
型
の
取
組

み
で
、
介
護
認
定
に
関
係
な

い
こ
の
制
度
概
要
は

答　

新
事
業
は
、
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
60
歳
以

上
と
同
居
し
て
い
る
世
帯
が

対
象
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
住

宅
改
修
で
手
す
り
の
取
り
つ

け
、
屋
内
の
段
差
解
消
を
行

う
。
昭
和
56
年
以
前
の
戸
建

て
住
宅
に
は
無
料
の
耐
震
診

断
が
必
須
と
な
る
。
限
度
額

は
1
0
0
万
円
、
市
民
税
課

税
世
帯
3
分
の
1
、
非
課
税

世
帯
で
2
分
の
1
を
助
成
。

境
の
中
で
児
童
を
養
護
し
て

い
く
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

小
規
模
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
施

設
が
豊
岡
市
あ
る
い
は
北
但

に
設
置
で
き
な
い
か
、
県
に

働
き
か
け
て
い
く
。

問　

こ
の
夏
の
参
議
院
選
挙

か
ら
18
歳
以
上
が
投
票
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
投
票
率
向

上
へ
の
対
策
と
し
て
、
投
票

所
の
増
設
は
あ
る
か
。
イ
ナ

カ
ー
、
チ
ク
タ
ク
等
、
公
共

交
通
の
臨
時
便
導
入
は
。
ま

た
、
公
用
車
で
の
周
知
期
間

や
回
数
増
は
。
さ
ら
に
、
期

日
前
投
票
制
度
の
周
知
等
必

要
だ
が
ど
う
か

答　

現
時
点
で
は
投
票
所
の

増
設
等
考
え
て
い
な
い
。
し

か
し
、
選
挙
権
は
国
民
の
権

利
で
あ
り
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
は
有
権
者
の
投
票
率
を

上
げ
る
目
的
が
あ
る
。
今
後

も
各
種
啓
発
の
推
進
や
投
票

環
境
の
向
上
に
努
め
る
。

一 般 質 問市政を問う

児
童
養
護
施
設
の
必
要
性

選
挙
の
投
票
率
向
上

天
ぷ
ら
油
の
回
収
利
活
用 西田　　真議員

伊賀　　央議員

※「
Ｂ
Ｄ
Ｆ
」と
は
　
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
こ
と
を
い
う
。

天ぷら油の回収、精製（BDF）施設（旧大森小学校内）

介護認定なくともバリアフリー住宅改修助成できます
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地
方
創
生
の
取
組
み
は
若
者

達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

問　

地
方
創
生
の
柱
で
あ
る

結
婚
の
促
進
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か

答　

は
ー
と
ピ
ー
事
業
の
回

数
を
増
や
し
、
成
婚
数
の
把

握
に
も
努
め
る
。
結
婚
相
談

員
の
活
動
を
さ
ら
に
支
援
す

る
。
ま
た
、
民
間
の
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
支
援
す
る
。

問　

結
婚
を
躊ち
ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
若
者

の
背
中
を
押
す
施
策
が
必
要

だ
が

答　

今
後
検
討
す
る
。

問　

出
産
を
支
え
る
仕
組
み

を
ど
の
よ
う
に
整
え
る
か

答　

経
済
的
負
担
の
軽
減
や

健
や
か
な
出
産
・
育
児
に
つ

な
げ
る
た
め
、
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
を
治
療
一
回
当
た

り
の
助
成
額
20
万
円
に
拡
充

す
る
。
不
育
症
治
療
費
に
つ

い
て
保
険
適
用
外
の
医
療
費

の
2
分
の
1
助
成
を
新
設
す

る
。
妊
婦
の
歯
科
健
康
診
査

費
用
を
公
費
負
担
と
す
る
。

問　

外
国
人
宿
泊
者
10
万
人

を
目
指
し
て
観
光
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
狙
い
は
何
か

答　

自
分
た
ち
の
地
域
の
自

然
、
歴
史
、
伝
統
、
文
化
を

掘
り
下
げ
提
供
し
て
い
く
。

そ
れ
は
ま
ち
づ
く
り
に
通
じ

る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
観

光
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。

問　

受
入
れ
態
勢
を
ど
の
よ

う
に
整
え
る
の
か

答　

お
も
て
な
し

4

4

4

4

4

と
し
つ
ら

4

4

4

え4

の
両
方
を
整
え
る
。
例
え

ば
、
英
語
表
記
、
外
貨
引
出

用
A
T
M
、
免
税
店
、
景
観

等
検
討
し
計
画
的
に
整
え
る
。

問　

小
規
模
校
に
お
け
る
教

育
的
課
題
は
何
か

答　

多
様
な
考
え
方
に
触
れ

る
機
会
や
学
び
合
い
の
機
会

が
少
な
い
。
人
間
関
係
相
互

の
評
価
が
固
定
し
や
す
い
。

問　

小
規
模
校
の
整
備
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か

答　

保
護
者
や
地
域
住
民
と

一
緒
に
な
っ
て
協
議
を
進
め
、

将
来
の
学
校
の
在
り
方
を
検

討
す
る
。

市政を問う

上田　倫久議員

成果が求められる地方創生総合戦略

地
方
創
生

外
国
人
観
光
客
増
加
対
策

学
校
施
設
整
備

予
算
の
24
・
５
％
を
占
め
る

民
生
費
の
内
訳
！

問　

民
生
費
予
算
に
占
め
る

人
件
費
と
職
種
は
ど
う
か

答　

民
生
費
の
総
額
は
1　
1

9
億
7
3
6
5
万
円
余
り
で
、

そ
の
内
人
件
費
は
10
億
7　
5

2　
7
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

民
生
費
総
額
に
占
め
る
人
件

費
の
割
合
は
9
％
で
あ
る
。

職
員
の
職

種
構
成
に

つ
い
て

は
、
正
規

職
員
は
事

務
職
が
52

人
、
保
育

士
が
42
人
、

給
食
員
が

5
人
の
計

99
人
で
あ

る
。
ま
た
、

臨
時
・
嘱

託
職
員
は
、

保
育
士
が

66
人
、
放

課
後
児
童

ク
ラ
ブ
指
導
員
及
び
指
導
補

助
員
が
49
人
、
調
理
員
が
13

人
、
そ
の
ほ
か
相
談
支
援
や

調
査
、
施
設
管
理
、
事
務
な

ど
の
業
務
を
行
う
職
員
が
56

人
で
計
1
8
4
人
、
全
職
種

合
計
2
8
3
人
と
な
っ
て
い

る
。

問　

老
人
保
護
措
置
事
業
と

は答　

老
人
福
祉
法
第
11
条
の

規
定
に
よ
り
、
養
護
老
人
ホ

ー
ム
等
へ
市
の
権
限
で
措
置

入
所
を
行
う
こ
と
で
高
齢
者

の
心
身
の
健
康
を
守
り
、
生

活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
措
置
入
所

を
行
う
の
は
、
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
人
で
、
環
境
上
の

理
由
や
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
、
在
宅
で
の
生
活
が
困
難

な
方
の
状
況
を
調
査
し
、
入

所
判
定
委
員
会
で
決
定
す
る
。

問　

①
特
別
障
害
者
手
当
等

運
営
対
策
事
業
②
重
度
障
害

者
医
療
費
助
成
事
業
と
は

答　

①
は
、
身
体
ま
た
は
精

神
的
に
著
し
く
重
度
の
障
害

を
有
し
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
方
に
手
当
を
支
給
す

る
。
②
は
、
医
療
費
を
軽
減

す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

予算の24.5％を占める民生費

福
祉
事
業
に
つ
い
て

民
生
費
予
算
に
占
め
る

事
業
内
容
と
人
件
費

井垣　文博議員


